
日本物理学会  2016年年次大会 2016年3月21日12時00分〜12時45分 
東北学院大学　泉キャンパス 

日本物理学会領域２ 
運営会議 



アウトライン 

3) 若手奨励賞（第10回（2015年））受賞者報告	

5) 学会からの報告	

6) 2016年次大会講演数/領域２講演数の推移	

1) 2016年4月からの新役員体制	

2) 学生優秀発表賞に関する報告	

4) 2016年第71回年次大会企画・シンポジウム講演提案	

8) AAPPSからの提案と報告　（菊池満）	

7) 日本学術会議報告　（伊藤公孝）	



(2016.4から2017.3まで) 

(2014.4から2016.3まで領域委員、2013.10 2016.9

( 2014.10 2016.9 2014.10 2017.9

役員　井戸毅（核融合研）	

役員　成行　泰裕（富山大学）	

役員　難波　慎一（広島大学）	

役員（領域運営委員）　藤岡　慎介（大阪大学）	

役員（領域運営委員）　藤田　隆明（名古屋大学）	

役員（領域運営委員）　本多　充（原子力機構）	

役員（領域運営委員）　後藤　基志（核融合研）	

役員（領域運営委員）　高橋　和貴（東北大学）	

役員（領域運営委員）　森田　太智　（九大）	

( 2016.4から2018.3まで領域委員、2015.10から2018.9まで役員）	

1. 2016年4月からの新役員体制	

領域代表  上杉　喜彦（金沢大
学）	
 　	
領域副代表  政宗　貞男（京都工繊大）　	

領域前代表　藤澤　彰英（九州大学）	



1. 2016年10月からの新役員候補	

蔵満康浩さん　台湾国立中央大	

大島慎介さん　京都大　エネルギー理工学研究所	

西浦正樹さん　東京大　新領域　	

2017年4月から2019年3月まで領域委員	
2016年10月からから2019年9月まで役員	



＊２5名の応募があり、そのうち4名を選出	
　今回は１９名の応募あり	

2015年９月秋季大会での受賞者	

物理学会領域２が独自に設けた賞で、物理学の発展に貢献しうる優秀な一般講演発表を行った学生(応募時に学生の
身分）の方々に対して授与するもの（詳細は領域２HP（h-p://div.jps.or.jp/r2/index.html）中の“学生優秀発表賞” 参照）	

2. 学生優秀発表賞に関する報告	

○　加藤　周一（同志社大学大学院理工学研究科）	

BCA-KMCハイブリッドシミュレーションによるプラズマ照射下の水素・ヘリウムリテンション挙動解明	

○　小島　完興（阪大/レーザーエネルギー学研究センター）	

プレプラズマが高強度レーザー生成高速電子のエネルギー分布及び発 生効率に与える影響	

○　酒井　優（東北大学大学院工学研究科）	

電子温度勾配モードとドリフト波モード間のエネルギー移送の過渡応答計測	

○　LAW　KING	FAI	FARLEY（阪大/レーザーエネルギー学研究センター）	

外部磁場による相対論的電子ビーム輸送実験においての磁場計測	



2. 学生優秀発表賞に関する報告	
LAW　KING	FAI	FARLEYさん（阪大）	小島　完興さん（阪大）	

酒井　優さん	
（東北大）	

加藤　周一さん（同志社大）	

領域２　websiteに掲載されています。	



3. 第１０回若手賞受賞者報告	
今回は4名の応募。選考委員は６名。選考委員会委員長は米田仁紀（電通大レーザー）	

小菅 佑輔　九州大学高等研究院　助教	
研究題目　 実空間・速度空間の統計的揺動を取り込んだプラ
ズマ乱流・輸送に関する研究	

第71回年会において受賞記念の招待講演が 本日3月21日の午前中
に行われました。	

沼波 政倫　核融合科学研究所　ヘリカル研究部　助教	
研究題目　３次元プラズマ乱流輸送の大規模シミュレーション
と定量的な予測に関する研究	

来年度（第１１回）も奮ってご応募ください	

若手奨励賞AAPPS掲載報告（AAPPS	12月号掲載）	



４. 招待講演・シンポジウム提案	

登壇者：坂和洋一　（阪大レーザー研)		

「大型レーザーを用いたワイベル不安定性による乱流磁場と無

衝突衝撃波の生成」	

提案者　米田仁紀（電通大）	

主提案領域：2，合同領域：無し	

「実験室と宇宙プラズマの多階層複合物理シミュレーション 」　	

提案者　藤堂 泰（核融合科学研究所）	

1. 企画講演提案	

2.	シンポジウム提案	



企画講演	
大型レーザーを用いたワイベル不安定性による乱流磁場と無衝突
衝撃波の生成	

坂和氏は、kJ~MJ級の大型レーザーを用い、実験室で宇宙プラズマの模擬実験を行い、観測で

はなく実験により天体現象にかかわる物理を明らかにしようとしている。推薦者は、数年前から

この実験の可能性に着目し、わが国最大のレーザーを用いて基礎的な実験を継続的に行って

きている。坂和氏は大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの激光XII号レーザー及び上

海光機所の神光II号レーザー等を用い，対向流プラズマを生成し[1]，そのプラズマ中での構造

を明らかにしてきた[2,	3]．その研究をより大型のレーザー実験へ発展させ、国際共同研究とす

ることで、米国の大型レーザー施設を用い、レーザー生成対向プラズマ中に励起されたワイベ

ル不安定性による自己生成磁場によって無衝突衝撃波を生成することに成功した[4,	5,	6]。こ

の無衝突衝撃波の生成が可能になったことにより、今後、この構造を利用した粒子加速機構が

明らかになり、現在、高エネルギー宇宙線で問題となっている1020eVに至る超高エネルギー光

子発生機構の解明につながることが期待されている。この研究は、その性質上、プラズマ、磁

場、高速流体と言った領域２に横断的な物理課題を含むだけでなく、天体物理学などの分野に

も興味を持つ研究者も多いことと，若手の当該分野への参画を促すためにも，研究背景から，

今日までの研究の進展，大規模な国際共同研究への発展，最新の研究成果を紹介する企画

講演を提案する．	

登壇者：坂和洋一　（阪大レーザー研) 　提案者：米田仁紀　（電通大レーザー新世代研究センター）	
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実験室と宇宙プラズマの多階層複合物理シミュレーション 	

プラズマのシミュレーション 
ParRcle-in-cell	(PIC)シミュレーション	

Newton方程式とMaxwell方程式を結合した第一原理シミュレーション。	
適用範囲が微視的な時間空間スケールに限定される。	

MHDシミュレーション	
磁場閉じ込めプラズマと宇宙・天体プラズマに広く応用されている。	
高温の無衝突プラズマでは、MHDでは不十分かもしれない。	

天体やレーザープラズマでは、輻射との相互作用効果が重要である。	
	

実験室や宇宙で観測されるプラズマ現象を理解・予測するためには 
PICとMHDを超えて多階層を連結したシミュレーションや	
輻射との相互作用に代表される複合物理を導入したシミュレーションが必要。	
	

これらの先進的シミュレーションと「京」コンピュータなどを利用した大規模並列計算
の結合　　=>　　多階層複合物理シミュレーションの急速な進展 
 
本シンポジウムは最近の研究の進展について分野間の情報交換を行うとともに、
共通の課題や今後の発展について議論することを目的とする。	

主提案領域：2，合同領域：無し　提案者　藤堂 泰（核融合科学研究所）	



はじめに 	 	 	 	藤堂　泰（核融合研）	
	
磁化プラズマにおける多階層相互作用の運動論・流体シミュレーション	

	 	 	 	 	石澤明宏（京都大学　エネルギー科学研究科）	
	
高エネルギー粒子・MHD連結シミュレーション	

	 	 	 	 	ビアワーゲ　アンドレアス（原子力機構）	
	
宇宙プラズマのハイブリッドシミュレーション	

	 	 	 	 	天野孝伸（東京大学　理学系研究科）	
	
天体プラズマの輻射MHDシミュレーション	

	 	 	 	 	高橋博之（国立天文台）	
	
レーザープラズマの統合シミュレーション	

	 	 	 	 	長友英夫（大阪大学　レーザー研）	
	
総合討論	



５. 領域２講演数の推移	

２０１６年春の講演数　１4１件	
（若手奨励賞受賞記念講演を除く）	
ビーム物理領域との合同 セッションでの講演数“10”が入っている	
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５. 領域２講演数の推移	
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５.学会関連の報告	

3.	学部学生ポスターセッションについて（核物理領域）	
実験核物理領域代表青井先生より報告。今回20名の参加を目標。次回以降も継続を希
望。5月の領域委員会での報告。全領域に拡大したい。	

2.	　会費値上げについて（2016年から）	
2016年より、正会員：12,000円（現行11,000円）、学生会員・正会員(大学院生)・シニア
会員：8,000円(現行7,000円)	

１.	会員マイページ について（ご案内）	
 4/11から、会員マイページの使用が可能になる予定です。会員マイページでは、ご自身
での会員情報の変更等が可能となります。また、第72回年次大会（2017年）からは、マイ
ページ経由での登壇申込となる予定です。初期パスワードの送付は、4月初旬の予定。	

4.	Jrセッションの開催（本大会21日）	

5. 物理学会設立70周年記念行事	
　　日本から世界へ発信した成果をハイライトを展示。	

6. （領域２）三学会合同セッション　2018年3月　東京理科大　物理学会担当	



シンポジウム「物性物理学・一般物理学分野の展開と大型研究計
画」（日本学術会議講堂  2016.03.11）	

学術研究の今日を知り未来を考える（講演） 
 五神総長、 
 文部科学省学術機関課牛尾課長、 
 文部科学省学術研究助成課鈴木課長 

２３期のマスタープランに向けて 
 諸提案の紹介と討議 

若手（物性・一般物理）研究者による最先端研究の紹介	

２３期のマスタープランに向けて始動	

理工系では、小改訂との位置づけ。次期改訂も視野に。	

今後とも、プラズマ物理・核融合科学研究の学問的競争力を各方面に訴えます。	

この２講演は公開さ
れています。	

7. 日本学術会議の報告（物理学委員会 を中心に）	
物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会　委員長　伊藤公孝	



この２講演は公開され
ています。	
	
お問い合わせ下さい。	



8.	AAPPSからの提案と報告	

アジア太平洋物理学会連合プラズマ物理部門 菊池満 （代表）	

1.	物理学会 領域２をAAPPS-DPPのグループ会員とする	

2.	AAPPS-DPP年会共催の可能性の検討依頼	

・DPP	メールを自動配信いたします。	
・ EPSやAPS招待講演や領域２のアジア連携について共同作業を進める。	
・ 参考：CPS-DPPは執行部でグループ会員になることを決定しました。	
　インドのPSSIは全員参加で、それぞれDPP会員番号を付与しています。	
・ 個人会員でないと本年設立のDPP	journal	“Reviews	of	Modern	
Plasma	Physics”へのfree	access	の権利は発生しません。	

物理学会AAPPS委員会では提案しましたが、物理学会の秋の分科会時に	
AAPPS-DPP年会を共催することを考えれないか。	
例：	
2017年秋：中国もしくは日本で開催。	
2018年秋：日本もしくは中国で開催。	
2019年：APPC-14はマレーシアサラワクで開催。Division主導のプログラム	
編成になります。	



























DPP News	

Web advertisement	 Join DPP membership	

Upcoming meeting	

DPP ホームページ (Linked from AAPPS HP) volunteer work by H. nagai	

S. Chandrasekhar Prize	

Education/school	

DPP endorsed conferences	 Upcoming meetings	



AAPPS-DPP Education program 
              : 2nd ASEAN plasma and fusion school Jan.17-22	

CEA(French)-TINT(Thailand) agreement, co-sponsored by AAPPS-DPP
T. Onjun (DPP chief secretary) : organizer
4 lecturers from Japan (AAPPS-DPP contribution)
58 students	



AAPPS-DPP論文誌発足について: 	
 
	
1.	論文誌名:	“Reviews	of	Modern	Plasma	Physics”	in	short	RMPP	

2. Concept of RMPP:	
- High quality international review journal specialized in plasma physics	

- High impact factor  (Q1)
- Cutting-edge reviews and tutorials of modern plasma physics for the Asia-Pacific region	

3. Planned first publication : January 2017. 
4. Journal model: hybrid journal model, i.e. a subscription journal with an option to choose 
open access. If author wants to select open access, he/she has to pay. If not, free charge.
5. First two years will be fully open access and from 3rd year, all articles will be closed access 
(subscription).	
6. Publication model: Continuous article publishing model.
7. Merit for AAPPS-DPP members: Free access to individual DPP members but not for 
institutional members. For authors, USD 100$ book voucher. 	
8. S. Chandrasekhar prize laureates are requested to write review papers.	



プラズマ物理部門ロゴ	

ホームページ	
http://aappsdpp.org/AAPPSDPPF/index.html	

会員入会ページ	
http://aappsdpp.org/AAPPSDPPF/join.html	

次回学会	

APPC-13	:オーストラリア、ブリスベン	2016年12月	


